
〈day.2〉【異文化体験】ワールドツアー in CUC

　全4日程のうちday.2では「体験
する」プログラムとして、「ワールド
ツアー in CUC」を開催しました。
　留学生や海外研修参加学生が世
界各国のブースを出展し、その国や特
産品の紹介、お菓子の試食や各ブー
スを巡る世界旅行の疑似体験を通じ
て、様々な文化に触れ、異文化コミュ
ニケーションに対する理解を深めるこ
とができました。
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学生への支援活動について
生理用品無料提供ディスペンサー
OiTr（オイテル）運用開始！02

06

　通算3回目の開催となる今年度のダイバーシティウィークは、「知る」＋「体験する」＋「つな
がる」をテーマに学生・教職員を対象としたダイバーシティ啓発イベントとして、11月20日（月）
～24日（金）に全コンテンツ揃って初の対面形式で開催し、期間中はのべ179名にご参加
いただくことができました。

　2023年10月から、生理
に伴う経済的負担の軽減や
SDGsの経済格差やジェン
ダーギャップといった不均
衡の是正に寄与するために
【生理用品無料提供ディス
ペンサー「OiTr（オイテル）」】
を学内女性用トイレの一部
に導入しました。
　「OiTr（オイテル）」は、女性
用個室トイレ内の生理用
ナプキンを常備したディス
ペンサーに、スマートフォン
をかざすことにより、生理用ナプキンを無料で受け取ることができるサービス
です。
　導入開始後まだ日が浅いですが、多くの学生に利用いただいており
ます。今後も利用者の声を聞きながら、新たな設置についての検討を
すすめていきます。
※設置場所（2024年2月現在）
　1号館1F、3号館1F・2F、体育館1F（女性用トイレ計6個室）

　人々の多様な属性や価値観、嗜好や志向を尊重することが必要なのは
なぜでしょうか。
　人間は一人で生きていくことはできず、集団を必要とします。同時に、私たち
は「わたし」という個を大事にしたいし、それを他の人にも認めてもらいたい
と思っています。その結果、集団のルールに従うことと、「わたし」を大事に
することはしばしば衝突します。このバランスをとっているのが社会なので
すが、集団と個人、どちらに重きを置くかは時代や状況によって異なります。
概して言えば、物質的な生活水準や安全性が低い社会では集団のルールが
優先され、一定の経済生活や安全が保障されている社会では個人の自由が
拡大されると言えるでしょう。
　現代の日本は、経済や安全が高い水準で
保障されている一方で、「生き方」の追求
という意味では不自由さを感じる社会でも
あります。ダイバーシティの尊重が求められる
理由の一つはここにあります。一人一人が
大事にしたいと思っていることを、社会も大
事にしようとしているのか。それをチェック
していくことが必要です。なぜならば、ダイ
バーシティの尊重は、私たちが自由な社会
を生きるうえでの条件だからです。
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